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1) 労働l単位あたりの賃金ω 産出量l単位あたりの価格p 有効需要Dがすべて貨幣額で表示
I_DdP¥ されるものとしよう。 ぞうするとj 有効需要の変化に対する物価の弾力生 mHEFZEl 有効


























































































3) Thomas Tooke， An Inqui叩閥均 theCurrency P問問ples蜘 ithe Co叩 ection01 the Cuγー
'lency with Pnce， 1844， pp. 123-24 
























4) Knut Wicksell， The Rate of Interest on Comrnodlty P:dces， in Erik Lmd叫1 (ed.)， 






























5) CoinsとNotesによヮて合成された mixedcirculatiOIlが典型的な Money~流通であり j
組行預金などは「貨幣の代替物」日bstitut田 formoneyもし〈は「補助酌手段Jauxiliary 
mediaだとみる古典派佳済学の通有の見解については，次の著乍を参照せよ。 LionelRobbins 
Robert Torrens醐 clthe Ev οlutton 01 ClassicaZ Economics， 1958， pp. 105-16 
6) Eprime Eshag， F附句 Ma1'shallto Keynes 血 Essay醐 tkeMonetary Theo叩 0/the 
Cambririge School， 1963， p. 8 
























7) 例えば， ケインズは周知のように「今日の貨幣は主配的に銀行貨幣であるJ という命題につ
いて説明し 賀幣(λめを「所得預金J(M，) ， r営業預金J(M，) ， r貯蓄預金J(M，)という銀行預
金の三種のカテゴリ によヲて包摂されるものとみなした。 Cf.，J. M. Keynes， A T仰atiseon 
Money， Vo1. I. 1930目 pp.31-49 






































子率 CUrTcntnatural rate of interest (Wicksell， ibid.， p.82)のと任である。
自然利子率とは，生産に使用される流動的な実物資本の収拾の期待値にかかわ
るυ つまるととろ，資本の期待収主主率のことである。周知のように，このよう
な資本に対する自然利子率 naturalrate of interest on capital と貨幣に対

































































































貨幣理軍合における投資 貯蓄接近法 (179) 13 
化によって，軟体動物のようにゆれ動くものである。けれどもそれは，始原的

















































考えられる。 Cf.， Wicksell，耐d.，pp. 83-$4 








て1.' Q0 Cf.， Offic叫 1pape'YS by Alf'Y吋 Mtwshall，ed. by J. M. Kcyncs， pp. 51-52 
















ろう o 1'1) :Yzはそれぞれ，Vステムの巨視的均衡を保証する正常利子率である
とするu つまり，そのいずれにおいても，資本の自然利子率と貨幣の利子率と
は均等している。ケイ Yズの「貨幣論』の用語でいえば，その水準で投資と貯
蓄Eが均等していることになろう。いま，九〉乃とする.0 1'1 を例えば 4パー
セY ト，乃を 3パーセ'lrと考えてよい。さて，r，とr，とは， それぞれ一定
の同じ大きさの完全雇用産出量Yをともなう。ただ相互の問で遣っているのは，
10) ケイソズが『一般理論』の立場から， w貨幣論』における分析を自己批判して， rそとでは，ー
定の条件において，体系が完全雇用以下の水準で均衡状態位ありうる可向性を理解していなかっ
































































































































20 (186) 第 100巻第3号
モデノレがーコの投資・貯蓄接近法であるとみなされるならば，それとケイソズ
の接近法との本質的な相違点の一つは，実物資本の期待収益率と貨幣の利子率
との調整機構のなかに，あるいはまた，貨幣利子率の実物的な決定根拠号認め
るか否かということのなかにあるといわなければならない。
